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重点地区まちづくり計画の案について（貫井・富士見台地区） 

 

１ 目的 

貫井・富士見台地区は、狭小住宅や老朽木造住宅等が密集し、狭い生活道路が多い

地域であり、練馬区都市計画マスタープランにおいて、大規模震災に備えた消防活動

困難区域の解消、防災意識の向上等が地域の課題とされている。 

このため、区は、平成20年度に、本地区を密集住宅市街地整備促進事業（以下「密

集事業」という。）の新規地区に選定し、練馬区長期計画（平成22年度～26年度）に

基づき、平成23年度から密集事業を開始できるように取り組んでいる。 

平成22年4月2日に本地区を練馬区まちづくり条例第42条に規定する、重点地区

まちづくり計画に係るおおむねの区域に指定し、まちの課題やまちづくりの方針等に

ついて、住民説明会の開催、アンケートの実施等、広く地域住民の意向把握を行った。 

このたび、これらを踏まえ、防災と交通安全、みどりの課題の改善を図り、災害に

強く、安全・安心で住みよいまちを実現するために、貫井・富士見台地区の重点地区

まちづくり計画の案を作成した。今後は、練馬区まちづくり条例の手続きを経て、重

点地区まちづくり計画を策定する。 

 

２ 対象区域 

練馬区貫井一丁目、貫井二丁目、貫井三丁目、貫井四丁目、富士見台三丁目お 

よび富士見台四丁目の各一部 約92ha 

 

３ 重点地区まちづくり計画の案 

（１） 名称 

貫井・富士見台地区まちづくり計画（案） 

（２） 地区整備の目標 

貫井・富士見台地区は、住宅地として落着いた住環境と景観を有する地区である。

その現在の魅力を活かしつつ、防災と交通安全、みどりの課題の改善を図り、災害

に強く、安全・安心で住みよいまちづくりの実現を目指す。 

 

４ これまでの経過 

平成20年度   防災性の指標による区内全域の調査を実施し、対象地区を選定 

平成21年度   地区住民と防災まちづくりの課題を検討 

 平成22年 4月 「おおむねの区域」の指定・公表  

4月～ 住民等のアンケート、説明会、検討会により住民意向を把握 

10月25日 練馬区都市計画審議会部会の意見聴取 
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５ 今後の予定 

   平成22年11月 8 日  練馬区都市計画審議会へ報告 

11月 9 日  重点地区まちづくり計画の案の公表・縦覧、意見書受付 

～30日 

11月10、13、15日 説明会の開催 

12月20日  公聴会の開催（公述の申出があった場合） 

  平成23年 2 月     練馬区都市計画審議会の意見聴取 

2 月     重点地区まちづくり計画の決定、公表 

       

６ 資料 

（１）重点地区まちづくり計画の案の理由書        3ページ 

（２）区域図                      4ページ 

（３）貫井・富士見台地区まちづくり計画（案）      5ページ～12ページ 

（４）現況写真                    13ページ～14ページ 

（５）重点地区まちづくりの手続きの流れ        15ページ 
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重点地区まちづくり計画の案の理由書 

 

1 重点地区まちづくり計画の名称 

  貫井・富士見台地区まちづくり計画 

 

2 理由 

貫井・富士見台地区は、狭小住宅や老朽木造住宅等が密集し、狭い生活道路

が多い地域であり、練馬区都市計画マスタープランにおいて、大規模震災時の

消防活動困難区域の解消、防災意識の向上等が地域の課題とされている。 

このため、区は、平成 20 年度に、本地区を密集住宅市街地整備促進事業の

新規地区に選定し、練馬区長期計画（平成 22 年度～26 年度）に基づき、平成

23 年度からの事業開始に取り組んでいる。 

平成 22 年４月２日付けで、練馬区まちづくり条例（平成 17 年 12 月条例第

95 号）第 42 条に規定する重点地区まちづくり計画に係るおおむねの区域に指

定した。 

同年６月には、まちの課題やまちづくりの方針などをまとめた「貫井・富士

見台地区まちづくり構想」を作成し、住民説明会の開催、アンケートを実施す

る等、広く地域住民の意向把握を行った。 

このたび、これらを踏まえ、防災と交通安全、みどりの課題の改善を図り、

災害に強く、安全・安心で住みよいまちを実現するために、貫井・富士見台地

区の重点地区まちづくり計画の案を作成した。今後は、練馬区まちづくり条例

の手続きを経て、重点地区まちづくり計画として策定するものである。 
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区域図　貫井・富士見台地区

　この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を複製して作製したものである。無断複製を禁ずる。（承認番号）21都市基交　第438号
　この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺1/2,500の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記し
たものである。無断複製を禁ず。（承認番号）21都市基街測第143号、平成22年2月1日

環状８号

西武池袋線

至　石神井公園

至　練馬

4

目白通り
（放射７号）

富士見台駅

凡　例

おおむねの区域

重点地区まちづくり
計画の区域



 

 

 

 

                            

貫貫井井・・富富士士見見台台地地区区ままちちづづくくりり計計画画  

  

（（案案））  
 
 

  

  

 

平成２２年１１月 

練 馬 区 
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ははじじめめにに  

貫井・富士見台地区は、練馬区南東部の西武池袋線「富士見台駅」北側に位置する、西武池袋線と

目白通り、環状 8 号線に囲まれた区域です。鉄道および道路等の交通上の利便性が高く、都心・副都

心にも近いため、現在は、都心・副都心への通勤・通学者が多い近郊の住宅地であり、落着いた住環

境と景観を有する地区です。また、駅周辺には日用品を取り扱う商店を中心とした商店街が形成され

ています。 

一方で、道路や公園の整備が不十分な状態で市街化が進んだことにより、地区内の道路が狭く曲が

りくねっており、公園やみどりが少ないという課題があります。また、地区内の多数を占める木造住

宅の老朽化が進んだことにより、災害時の建物倒壊や火災の延焼拡大等の課題があり、防災対策上、

早急な対応が必要な地区でもあります。 

区は、平成 20 年度に、当地区を優先的に防災性の向上を図る地区に選定し、平成 21 年度には、

町会・商店会の方と防災まちづくりについて検討してきました。 

平成 22 年度には、まちづくり構想をまとめ、説明会の開催、アンケート調査の実施により地域の

みなさんから当地区のまちづくりに対するご意見をうかがってきました。 

これらを踏まえ、災害に強く、安全・安心で住みよいまちを実現するために、練馬区まちづくり条

例に規定する重点地区まちづくり計画として、この「貫井・富士見台地区まちづくり計画」を策定し

ます。 

 

ままちちづづくくりり計計画画のの区区域域  

西武池袋線、目白通り、環状８号線に囲まれた約 92ha（下図の赤い網掛け部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貫井一丁目 13～35 番、36 番の一部、貫井二丁目 11～26 番、28～32 番、 

石神井公園駅 
練馬高野台駅 

富士見台駅

中村橋駅

練馬駅

貫井三丁目 9～55 番、貫井四丁目 1～27 番、29 番の一部、30 番の一部、31～43 番、47 番の一部、 

富士見台三丁目 1～19 番、20 番の一部、21～36 番、37 番の一部、46 番の一部、47～54 番、55 番の一部、 

富士見台四丁目 1～2 番、3 番の一部、4 番の一部、5 番の一部、6 番、7 番の一部、8 番、9 番の一部 
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ままちちづづくくりり計計画画のの性性格格  

貫井・富士見台地区まちづくり計画は、地区の将来像やまちづくりの方向性を示したものです。 

この地区において、個別の事業を実施する場合は、本計画に基づき、地域のみなさんと実施計画を

策定し、まちづくり計画の実現に向けて取り組みます。 

 

地地域域のの課課題題  

貫井・富士見台地区には、昭和 30 年代に人口が急激に増加し、道路や公園の整備が不十分な状態

で市街化が進んだこと等により、以下の課題があります。 

 

１１  防防災災のの課課題題  

老朽化した木造住宅が密集しているところでは、災害

時の建物倒壊や火災の延焼拡大等の課題があります。 

また、地区内の道路が狭いため、消防自動車等の緊急

車両の進入が困難であり、消防や救助活動、避難に課題

があります。 

 

 

２２ 

３３ 

 

 

 

小規模な公園、緑地等は点在しているものの公園率は

低く、また、農地等があるものの地区内のみどりが少な

いことが課題です。 

地区内に、幅員６m 以上の道路がほとんどなく、幅

員４m に満たない狭い道路も多いため、自動車交通に

おける歩行者や自転車への安全性の確保や幹線道路へ

の通過交通が課題です。 

 道道路路交交通通のの課課題題  

また、駅周辺においては、放置自転車が課題です。 

  

  

 み

 

 

みどどりりのの課課題題  
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地区内のみどりの保全と創出により、みどりによる延焼遮断効果

で、災害時における火災の延焼拡大の低減を図ります。 

災害時に、身近な防災活動拠点や火災の延焼拡大を食い止める空地

になるように、また、日常の地域の憩いやコミュニティの場となる公

園・広場・緑地の整備を進めます。 

 
地区内の老朽化した木造住宅の建替えや建物の耐震化・不燃化の誘

導により、災害時の建物倒壊や火災の延焼拡大の低減を図ります。 

特に、老朽化した木造住宅が密集している街区の改善を進めます。 

《老朽化した木造建物が密集している街区の改善》 

狭小敷地や不接道敷地等により建替えが円滑に進みにくい街区に

対しては、街区単位での共同化、協調化による建替えの取り組みを

支援します。 

 

 
災害時に、消防自動車等の緊急車両が円滑に地区内に進入できるように、ま

た、歩行者や自転車、自動車が安全に通行できるように、道路網の整備を進め

ます。 

幅員４m 未満の狭あいな道路については、良好な住環境を確保し、安全で快

適なまちづくりを推進するために拡幅整備を支援します。 

《道路網の整備》 

 

ままちちづづくくりり計計画画  

● 地区整備の目標  

貫井・富士見台地区は、住宅地として落着いた住環境と景観を有する地区

です。その現在の魅力を活かしつつ、防災と交通安全、みどりの課題の改善

を図り、災害に強く、安全・安心で住みよいまちづくりの実現を目指します。 

 

 

 

低層集合地区  良好な住環境を保全しつつ、住宅が密集している地区では、都

市基盤の整備、建物の更新等を進め、住環境の改善を図ります。 

都市型集合地区 良好な住環境を保全しつつ、住宅が密集している地区では、都

市基盤の整備、敷地や建物の共同化・協調化による中層の建物

の誘導により住環境の改善を図ります。 

住商工共存地区 生活拠点にふさわしい土地利用を誘導しつつ、住宅と商業施設

や工場等が混在した地区では、周辺と調和した土地利用により、

住環境の形成を図ります。 

商業誘導地区  生活拠点にふさわしい土地利用を誘導すると共に、近隣向けの

商業施設を誘導し、都市生活の利便性向上を図ります。 

都市型沿道地区 中高層の集合住宅や沿道型の商業・業務・サービス施設などの

都市型産業の複合的な利用を誘導し、沿道環境、防災性に配慮

しながら、延焼遮断機能を有する土地利用を図ります。 

沿道環境地区  良好な住環境を保持しつつ、中層の集合住宅や沿道型の利便施

設の立地を促すとともに、延焼遮断機能を有する土地利用を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 生活幹線道路（幅員 12m） 

  幹線道路を補完し、地区内の交通を処理する道路です。災害時には、消

防自動車等の緊急車両が地区内に進入してくる道路であり、消防や救助活

動、避難の主軸となる道路です。 

主要生活道路（幅員６m） 

  生活幹線道路を補完し、地区内交通を処理する道路です。災害時には、

消防や救助活動、避難を補完する道路です。 

● みどりの保全と公園・広場整備の方針● 建物整備の方針 

● 道路整備の方針 

● 土地利用の方針 

目白通り 

（放射７号線）

富士見台駅 

環状８号線 

西武池袋線

ままちちづづくくりり計計画画図図

 

低層集合地区 

都市型集合地区 

住商工共存地区 

商業誘導地区 

都市型沿道地区 

沿道環境地区 

 

生活幹線道路 

主要生活道路 

緑地 

公園・児童遊園 

 都市公園等 

9 

土地利用 
道路網 

まちづくり計画区域 

幹線道路 

鉄道 



 
● まちづくりの進め方  

貫井・富士見台地区まちづくり計画は、この地区の将来像やまちづくりの方向性を示したも

のです。 

具体的にまちづくりを実施していく際には、地域のみなさんと個別事業の実施計画を策定し、

様々なまちづくりの手法により取り組みます。 

また、まちづくりは長期間におよぶ取り組みになります。一定期間ごとに着実な成果を積み

重ね、地区全体として、このまちづくり計画の実現に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

   

  

 
 
 
 
 

個別事業の実施計画 個別事業の実施計画 個別事業の実施計画

まちづくり計画の実現 

貫井・富士見台地区まちづくり計画 

《イメージ図》 

 

 

 

 

 

● 地域住民との取り組み  

地域のみなさんと貫井・富士見台地区まちづくり計画の実現を目指します。 

 

● 地域による取り組みへの支援  

啓発イベントや勉強会等、地域によるまちづくりの推進に向けた様々な取り組みに対して必

要な支援を行います。 

 

 

 

 

 
  〒176-8501 練馬区豊玉北 6 丁目 12 番 1 号  電話：03-5984-4749（直通） 

練馬区 環境まちづくり事業本部 都市整備部 東部地域まちづくり課 貫井・富士見台地区担当

■お問い合わせ先 
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航空写真：平成20年撮影

　現地航空写真　貫井・富士見台地区

凡　例

貫井・富士見台地区

西武池袋線

都立第四商高

石神井東小

練馬第二小

貫井中

練馬第三小

目白通り
（放射７号）

環状８号

富士見台駅
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現地の状況写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【生活幹線道路】現在の幅員 約 5.5ｍ 【生活幹線道路】現在の幅員 約 5.5ｍ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【主要生活道路】現在の幅員 約 4.0ｍ【主要生活道路】現在の幅員 約 3.8ｍ

【狭い道路】幅員 約 2.5ｍ 【木造住宅が密集した街区】 
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◇重点地区まちづくり（第 40 条～第 46 条） 

本条例では、区が、都市計画マスタープラン等の計画などに基づいて、重点的かつ積極的に特

定の地区のまちづくりを進めようとする際に、地区住民の意向を反映させながら「重点地区まち

くり計画」を策定し、区民や事業者と協力してまちづくりを行うための手続等を定めました。づ
 

●計画を定めることができる地区 

①都市計画マスタープランで重点的整備を

推進することとされている地区 

②都市再開発の方針・住宅市街地の開発整

備の方針・防災街区整備方針で指定され

ている地区 

③防災上、早急に整備が必要な地区 

④大規模な公共施設の整備とともに一体

的・総合的な整備が必要な地区 

⑤上記のほか区長が特に優先的整備、緊急

対応が必要と認める地区 

●おおむねの区域 

①区は、計画案を作成しようとするときは、

計画の対象となるおおむねの区域を定

め、理由書を添えて公表します。 

②区は、おおむねの区域において建築その

他土地利用を変更する場合に必要な指導

を行うことができます。 

●手続の流れ 

 

●住民等の意向の反映 

①区は、計画案を作成する段階で、懇談会

の設置、説明会の開催などにより、地区

の住民や土地所有者等の意向を反映させ

るための措置を講じます。 

②作成された計画案を公表し、縦覧、説明

会、公聴会を行って住民等の意見を求め

ます。 

③計画案について都市計画審議会の意見を

聴いたうえで、計画を決定します。 

公聴会 

公表・縦覧（３週間） 

意見書 

説明会 

都市計画審議会の意見聴取 

意見書要旨と区の 

見解書の公表 

都市計画審議会部会の意見聴取 

議会の意見聴取 

計画の決定・公表 

おおむねの区域の 

指定、公表 

公表後３週間以内  

計画案への意見要旨と 

区の見解書の公表 

地区住民等の意向を 

反映させるための措置 

計画案の作成 

意見書 縦覧期間中 

重点地区まちづくりの推進 
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  報 告 事 項 ３ 

説 明 資 料② 

 

重点地区まちづくり計画（貫井・富士見台地区）について 

 

１ 計画の位置づけと目的 

 練馬区まちづくり条例では、一定の地区について、まちづくりの構想を定め

る方策として「重点地区まちづくり計画」制度を設けている。この制度は、そ

れぞれの地区の総合的なまちづくり計画を定め、再開発事業、地区計画、密集

住宅市街地整備促進事業（以下、「密集事業」という）など異なる個別計画をも

とにまちづくりを総合的に推進していこうとするものである。 

 今回の貫井・富士見台地区は、防災対策上、早急に整備の必要がある地区で

あることから、密集事業の手法を使い、まちづくりを進めていこうとするもの

である。この事業では、まちの不燃化や道路整備といった施策を中心に実施す

るが、景観事業や福祉のまちづくり事業、緑化事業など他の事業についても、

視野に入れながら、総合的なまちづくりへとつながるよう事業に取り組んでい

く。 

  

２ 計画を実現する手法 

本件重点地区まちづくり計画を実現するため、以下の手法を実施する。 

（１）基本とするまちづくり手法 

    密集事業により、老朽住宅等の建替えを促進し、住宅水準の向上および

住環境の整備を図りながら、地区計画等のまちづくり手法も活用し、災害

に強い総合的なまちづくりを進める。 

   別添「北町のまちづくりガイド」参照 

（２）合わせて実施するまちづくり手法 

   まちづくりが進展する状況を見据えながら、地域意向に応じて、以下に

例示したまちづくり手法も活用し、地域の課題を解決する。 

① 狭あい道路拡幅整備助成 

② 耐震改修助成 

③ 屋上、壁面緑化助成 

④ 生垣化助成 

 

 



３ 密集事業の進め方 

（１） 密集事業では、道路整備事業、公園整備事業と建物の共同化促進事業を

一体的に実施できることから、より効果的な事業展開を図っていく。例え

ば、道路事業を契機とした建築物の共同化を誘導し、背後の不接道敷地を

解消するなどである。 

（２） 事業を進めるにあたっては、事業説明会、まちづくり委員会、みちづく

りの会、公園づくりの会、まちづくり講座、建替え相談会、共同建替え学

習会など、さまざまな機会を設ける。これにより、まちづくりの主役であ

る住民と話し合ってまちづくりを進め、地域住民の主体的なまちづくりを

促進することができる。 

（３） 事業期間を２０年間と想定していることから、地元主体のまちづくり活

動への支援についても長期間にわたり行うことができるので、地区に新し

いまちづくり活動が育つ環境を整えていく。 

 

４ 今後の課題 

 本地区のまちづくり計画では、以下の課題があり、今後、取り組んでいく必

要がある。 

（１）東西方向の生活幹線道路のネットワーク化の調整 

（２）生活幹線道路と地区外の千川通りを接続させるための調整 

（３）富士見台駅周辺における、生活拠点としてのまちづくりの調整 




















